






 

  



 

～講評～ 

例年通り大問 4 題の出題であったが、大幅に難化した。 

 

Ⅰ （1）はとらなければいけない問題。（2）はあまり見かけない相関係数の問題のため、戸惑った受験生も多かっ

ただろう。 

Ⅱ （1）（3）（4）は何とか解いてほしい。（2）は非常に書きにくい証明問題であった。 

Ⅲ 複素数平面上の動点の問題。解き切るのは厳しいかもしれないが、この問題をどこまで切りくずせたかで差が   

ついただろう。 

Ⅳ （1）（2）は手早く解けただろう。（3）（4）は色んな方針が考えられるが、どの方針でもかなり時間がかかる。

飛ばすのが懸命だろう。 

 

解ける問題と時間がかかる問題がはっきり分かれたセットであった。5 割取ることができれば十分だろう。 

 


